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※学校応援市民ボランティアの登録はWEBサイト「ふくろい教育ドットコム」で行えます。  QR コードはコチラ → 

「幼小中つながる通信」は、袋井市が進める「幼小中一貫教育」について、考え方や関連する取組の様子などを、 

お知らせするために発行しています。     袋井市教育委員会 教育企画課 未来の教育推進室 86-3221 

～ 夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す 15歳の育成 ～  幼小中一貫教育を推進！ 

未来へつながる通信 ｖｏｌ.159 

発行：令和５年 12月２日 袋井市教育委員会   

原爆が投下された 1945 年８月６日

奇跡的に焼け残った「被爆ピアノ」を使っ

て、広島在住の調律師である矢川光則

氏が三川小学校で「被爆ピアノコンサー

ト」を実施しました。 

三川小学校は昨年度より修学旅行で

広島を訪れるなど、平和学習を中心とし

て、学校教育目標「わたしらしくあゆむ子」

の実現に向けた取組をしています。この

度、袋井市を訪れる矢川氏が三川小学

校での開催を快諾いただいたことにより、こ

のコンサートが実現しました。コンサート後

には、９月末に修学旅行で広島を訪れた

６年生と矢川氏との交流も行いました。 

袋井東小学校では、東地区まちづくり

協議会「子ども刮目舎」の支援を受けて、

平成 28 年度より「子ども刮目デイ」を年に

２回行っています。児童が、本物（文化

芸術、スポーツ、自然科学等）に触れるこ

とで、子供たちの心を揺さぶり、豊かな心が

培われることをねらいとしています。 

今回、袋井東小出身の歌手「伊地知

玲奈（いじち れな）」さんをお招きして、

歌とトークのコンサートを行いました。素敵

な歌やお話に加えて､歌手になるきっかけや

夢を実現させるために努力してきたことなど

もお話していただきました。 


